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本日の内容

1. サントリーの概要・企業理念

2. サントリーの取り組み事例
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会社概要
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商品・サービス
飲料・食品 酒類

健康食品・外食・花・サービス他
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主要経営データ
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サントリーの企業理念体系とサステナビリティ経営

我々の企業理念には、

自然環境と社会（人）とともに

成長するという意思が込められている

我々の企業理念の本質を

より一層追求することが

サステナビリティ経営そのもの

サントリーグループの約束
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サントリーグループ サステナビリティ・ビジョン

「人と自然と響きあう」社会の実現

水や農作物など自然の恵みに支えられた総合酒類食品企業として、

「人と自然と響きあう」を使命に掲げ、人々の生活を潤い豊かにすることと自然環境を

守り育むことが共存し、人と自然が互いによい影響を与えあって永く持続していく社会をめざします。
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温室効果ガス削減目標（環境ビジョン2050・環境目標2030）

環境ビジョン2050

環境目標2030
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CO2排出量ゼロの新工場

新工場「サントリー天然水 北アルプス信濃の森工場」（長野県大町市）

※１省エネ推進や再生エネルギー導入、化石燃料由来CO2の排出をオフセットするクレジットの活用などにより、
製造工程におけるCO2排出量を実質的にゼロとする工場

2021年5月

稼働

再生可能エネルギー発電設備や

バイオマス燃料を用いたボイラー導入、

再生可能エネルギー由来電力の調達などにより、

“CO2排出量実質ゼロ工場”を実現※１

フランスの飲料４工場においてもCO2排出量実質ゼロ達成済

（La Courneuve工場, Meyzieu工場, Donnery工場, Gadagne工場）
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日米欧の電力を１００％再生可能エネルギーに切替へ
(ニュースリリース 2021/7/1)

環境目標２０３０の達成に向けて、取り組みを加速

２０３０年までに、
設備投資含む、１,０００億円規模の取り組み推進

２０２２年までに、
日本・米州・欧州の自社生産研究拠点※の電力を

１００％再生可能エネルギーに切り替えへ
現在の再エネ電力使用率 約3割 ⇒ ２０２２年１００％へ

※飲料・食品および酒類事業に関わる拠点
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環境目標2030の範囲と目標

Scope 3 Scope 3Scope 1, 2(自社排出)

バリューチェーン

GHG排出総量 年間約１００万トン 目標：５０％削減

GHG排出総量 年間約７００万トン 目標：３０％削減

原料包材

生産調達

燃料 電気

物流 リサイクル販売

Scope1 Scope2

サプライヤーの
製造・輸送からの排出

熱・蒸気の
使用による排出

電力の
使用による排出

車両からの
排出

自販機の使用
電力からの排出

焼却による
排出

排出量は2020年実績、目標値は2019年排出量を基準とする
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Scope1,2 GHG排出削減に向けた技術課題の全体俯瞰

天然ガス等

Ｃ

H

水素製造

バイオマス

原料

排水

電化

再エネ

ボイラー
コジェネ

Ｃ

ボイラー

嫌気処理

Ｃ

光合成

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

排ガス

託送

原料粕

Ｃ

排ガス

火力発電

非化石由来比率の向上化石由来 Ｃ Ｃ

排出ＣＯ２

CH4

回収・原料変換

Ｃ
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本日の内容

1. サントリーの概要・企業理念

2. サントリーの取り組み事例
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Scope1,2 GHG排出削減に向けた技術課題の全体俯瞰

天然ガス等

Ｃ

H

水素製造

バイオマス

原料

排水

電化

再エネ

ボイラー
コジェネ

Ｃ

ボイラー

嫌気処理

Ｃ

光合成

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

排ガス

託送

原料粕

Ｃ

排ガス

火力発電

非化石由来比率の向上化石由来 Ｃ Ｃ

排出ＣＯ２

CH4

回収・原料変換

Ｃ
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化石燃料を
(できるだけ)使用しない

③エネルギー効率利用

④デマンド側の徹底削減

①自然エネルギー利用

②バイオマス燃料利用



太陽光発電等の再生可能エネルギー電源の利用

①自然エネルギー利用

これまでの取り組み事例（再エネ電力）

2011年10月
民間企業初の
電気バス導入
（太陽光発電を活用）

天然水南アルプス白州工場（山梨県北杜市）

約500kW

カルカヘンテ工場（スペイン）

約700kW
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雪の利用

①自然エネルギー利用

これまでの取り組み事例（その他）

雪室の活用
ゆきむろ

新潟県上越市

(株）岩の原葡萄園

鳥取県江府町

天然水奥大山ブナの森工場

豪雪地に立地する利点を活かし

空調、ワイン貯蔵の冷熱源として活用
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原料残渣・排水処理の利用

②バイオマス燃料利用

ウイスキー製造

蒸溜残渣、排水
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原料残渣の利用

②バイオマス燃料利用

バイオマスボイラーの導入

ウイスキー生産時の

副産物（穀物の残渣）を燃料に

コ
ー
ヒ
ー
粕

ウイスキー
蒸溜残渣

遠心
分離機

ボイラー

濃縮機

粕
濃
縮
液

蒸溜残渣を流動床式バイオマスボイラーの燃料に使用

脱水粕だけでなく、濃縮液や、飲料工場からのコーヒー粕も用いてメリット最大化

蒸気を取り出し、

加熱工程で利用
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排水（消化ガス）の利用

②バイオマス燃料利用

バイオガスのエネルギー利用

製造工程で使用した水を

きれいにして自然に還す過程で生じた

消化ガスを燃料に

バイオガス
エンジン

嫌気処理

製造
プロセス

排水

バイオガス

電気

熱

排水工程で発生する消化ガスを発電機の燃料に使用

電力と熱を取り出しメリット最大化
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コジェネの利用

③エネルギー効率利用

コジェネ電力会社の系統電力

現状

将来

電力 蒸気

都市ガス

火力発電など

※電気と蒸気の熱量ベースで按分

電力会社の系統電力の将来（再エネの普及）を考慮しても

コジェネはＧＨＧ削減に有利

火力発電＋太陽光発電など

発電効率:35%~55%

排出係数:0.5kgCO2/kWh

発電効率:35%~55%

排出係数:0.37kgCO2/kWh

システム効率:75% (発電45%熱30%)

排出係数:0.26kgCO2/kWh
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コジェネ自己託送について

③エネルギー効率利用

メリット

コジェネを持つ工場の余剰電力を他工場に供給するスキーム

◆コストメリット

買電単価＋再エネ賦課金

＞託送単価＋発電単価

買電 賦課金

託送 発電

円/kWh
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コジェネの自己託送利用

③エネルギー効率利用

従来 自己託送

従来 自己託送

電力
(kW)

2000 8000

蒸気
(t/h)

2.0 8.0

コジェネ能力の例
（ガスエンジン）

電力デマンドベースで
機種選定

蒸気デマンドベースで
機種選定

◆ 能力の考え方 ◆ 能力の考え方

vs

メリット享受範囲が大きくなり、

コジェネが設置不可（面積、コスト）工場にもメリットを分配可能

コジェネを持つ工場の余剰電力を

他工場に供給するスキーム
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④デマンド側の徹底削減

ビール常温充填・冷熱回収システムの導入

加熱・冷却工程あり

ビール製造

冷たいビールを結露しないように温めてからケーシング

充填機 ウォーマー ケーサー

ビールづくりに
ついて
↓
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④デマンド側の徹底削減

ビール常温充填・冷熱回収システムの導入

ビールの冷熱を

充填前に回収し、

生産工程に冷熱使用
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本日の内容

1. サントリーの概要・企業理念

2. サントリーの取り組み事例

その他の取り組み
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二国間クレジット制度（JCM）の活用
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申請年 会社名

2018 サントリープロダクツ

2019 サントリープロダクツ

2019 サントリースピリッツ

2020 サントリービール

省エネに関する補助金の活用
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内部炭素価格（ＩＣＰ）制度の運用

温室効果ガス排出削減の促進を目的に

設備投資の実施判断に適用
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サントリーグループは、水や農作物など自然の恵みに支えられた

総合酒類食品企業として、「人と自然と響きあう」を使命に掲げ

人々の生活を潤い豊かにすることと自然環境を守り育むことが共存し

人と自然が互いによい影響を与えあって永く持続していく社会をめざします。



END

ご清聴ありがとうございました


